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日 !þft;r~会誌 19巻3号 (2005年4月)
総体間違いによる誤診とそれに基づく手続によ
る術後合幹盗事管IJ
自治経科大学 外科学講経呼吸器外科部門
長谷J!l鮒t ~も\藤俊輔，弦藤準夫，手議態J比大谷真_...
手塚探絡.遠藤哲哉
じまじめに}呼吸器外科擦は錯i心の注意を払・って安全が乎揚が逆行で
さみように努力している. しかし現実の臨IJミ現場ではL子部の前後にも
安全という鋭点から深い関心を持つ必裂がある，本シンポジウムでは
手術前後の投獄で留意すべき安全ij鎚と不幸にして探療事故が発生し
た伎の付応について検討する.その導入として取り述，えによる誤診と
引き緩いて行われた手話I(})術後合併疲により議篤な状況に陥った繋銭
的率的を紹介する. [絞例1.10代男性.ti.腕ヰI艶;襲?の結節i遺影で紹介.
4アT で軽度の~制支援入と伴う比較的沼縁明瞭な極端であった‘気管支
鏡検査でdassV (線機〉ぬ診断"fあった. !議絡にてな線下紫哲;I'<i，及び
縦i鴇リンパ節草lt請を施行した.持I後1.;謹1司自よ句発熱，残存在上灘iこ
授務影が出現し騎手をと診践し抗生剤投与で経過を克ていたところ議後
11 [1誌にi客Iiliし心目前特lL;1火態となった.4信賛事心長li鮮生を行い， i問司F
残手拝子1左￡上紫切除縮を行ワた丞締後 ~HlEIより謹孔散大，緊急の頭部え了T
で携と後霊長濃の騒摂議が確認された.呼吸楯環状態は改善し富IJの治権
も良好マあったが患者の意識は探らず植物状態となった.5'手H去のず持続!
ではli_下議の磁窃iま結核によるi持芽践で癌細胞は存在しなかった.瀦
総訟のプレパラートから患者の DNAを摘出し法怒学的手法で細胞の
由来を[F.J定したところ》診断の絞擦となったブレパラート上に異なる
倒人出来の DNAが存恋することがわかった.患者家扶iこすべての真
実を説明し示談交渉に5去った経緯を紹介する. {考察}呼吸器外科医は
手議以外の場詣でも安全に留意し会くてはならない事識が存在する，
本シンポジウムではいくつかの鎖j或について専門的立場から議論をい
ただく予5主である.
